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私たちは、大口町北地域自治組織とともにまちづくりに取り組んでいます。 
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自転車教室でこんなことを知りました 

 

めん家 
  もり蔵 

骨董品を囲みながら 
そば・味噌煮込みを頂けるお店 
   《営業時間》昼 １１：００～１４：３０ 

         夜 １８：００～２１：００ 

 定休日：月曜日 

住所 大口町上小口三丁目４８番地 

        ＴＥＬ ０５８７－９６－２３２６ 

 去る６月１４日（木）、愛知県警Ｂ-Force
フ ォ ー ス

を迎え、大口北小学校４年生を対象に、自転

車教室を開催しました。児童全員が、体育館に準備された模擬道路で自転車の乗り方に

ついて学びました。その体験を通して、児童たちから様々な感想が寄せられました。 

 私達大人にとっても守らなければならないことも書いてありますので、ご紹介します。 

■児童からの感想■ 

・とまれのひょうしきがあるところで白いせんのところで、一度止まり、右左右うし

ろしてちょっとすすみ、また右左右うしろをみることが心にのこりました。 

・信号をむしすると５万円のばっ金をするので、自分もまわりに気をつけるようにし

たいと思いました。 

・ヘルメットをかぶる位置やひものかけ方を教えてもらいました。また、命を守るた

めにこうとうぶを床につけずに大切にすることを知りました。 

・自転車教室をやってみて勉強になったことは、せんろは自転車をおりて歩いていど

うすることです。いつも、自転車にのったままでしたが、今回の自転車教室をとお

して、おりてまた歩いていどうしたいとおもいました。楽しい体験でした。  
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ふれあい花壇には、こんなお花が待っています 

去る６月２日（土）、６月１０（日）新宮と仲沖のふれあい花壇で、花の植替えを実施

しました。当日はたくさんの皆様方のご協力により、美しい花壇がよみがえりました。 

 今回は、植えられた花の名前や特徴をご紹介します。 

夏を代表する花々に、ぜひご関心をお寄せください。 

▲ケイトウ 

ニワトリのトサカに似ていることから「鶏

頭」（ケイトウ）と呼ばれます。 

▲サルビア 

燃え立つような濃い鮮やかな赤色の花が群

れ咲く様子が特徴的な花です。 

▲マリーゴールド 

鮮やかな黄色や橙色の花を長期間次々と咲

かせるため、大変ボリュームのある花です。 

▲ポーチュラカ 

しゃもじ形で多肉質な葉と茎を持つ、暑さ

や乾燥に非常に強い植物です。 

 日々草 

風車咲きやフリンジ咲きなど、品種改良に

より様々な咲き方をします。高温と日照を

好む乾燥に強い丈夫な植物です。 
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地域委員会が実施されました 

 ６月末から７月上旬にかけて、各地域で地域委

員会が開催されました。今回の地域委員会では、日

頃の活動の情報交換や今後の活動についての話し

合いなどが行われ、様々な意見がありました。 

 ７月８日（日）に地域委員会を開催しました。

その中で特に話題にあがったのが、西日本豪雨の

話。現在学共に保管されている防災用具が、どこ

にあるのか知らない人がほとんどでした。 

また、防災無線をデジタル化した人の中には、

受信レベルが高くても雑音が入り、よく聞こえな

いという話もありました。 

今後この地域でも、西日本豪雨や東日本大震災

のような災害がいつ起きてもおかしくない現在。

もう一度防災について考えたいです。 

コンクリートブロック塀などの点検をしています 

まちづくり座談会について 

 ６月１８日（月）に起きた大阪府北部地震で、崩れたコンクリートブロック塀に巻

き込まれ小学生が亡くなるという痛ましい事故が起きました。 

 その事故を受けて、北地域自治組織と行政区が協力して点検調査を実施することに

なりました。ご自宅にコンクリートブロック塀などがある方がみえましたら、ぜひご

自宅のコンクリートブロック塀に異常がないかご確認をお願いします。 

なお、広報おおぐち 8 月号にコンクリートブロック塀に関する記事が掲載されてお

りますので、ぜひご覧ください。 

昨年１２月から地域ごとに始まった「まちづくり座談会」。今年度もこの座談会は

継続しており、北地域では７月１１日（水）に第４回目の座談会が開催されました。 

前回行われた第 3 回では、地域にある様々な資源（建物や人材、サロンなど）を模

造紙に書いて“見える化“しました。今回は、その見える化した地域資源を使い、“や

ってみよう化”（＝実際に活動するためのイメージづくり）を行いました。ある地域

では、「地域にあるデイサービスと共に、様々な世代が参加できるサロンを開催出来

たらいいな」という新たなアイデアも出されました。 

“５０年後も元気なまちであり続けるために”皆様もぜひご参加ください。 

▲河北地区の様子 



 


